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自由な発想で模様を重ねる
見る場所によって印象変化

（１ページから続く）

　薬局での仕事を終えた平日の夜間や休日、自宅
のダイニングに設置した机で創作に取り組む。白
い紙に鉛筆で絵を描いた後、カッターで切り抜い
て仕上げる。
　原画作成時には、完成図や全体の構図はあまり
考えずに、無心で細かな線を迅速に引いていく。
「描いている時には何も考えていない。たとえ誰
かと話をしていても手が勝手に動く。その場その
場でこのスペースに何を入れようか、とだけ考え
ている」。
　線には迷いが全くない。線を消して描き直すこ
とも一切ない。「シャープな線を描きたいので迷
うとおもしろくない。描き直すよりも、できた線
を次につなげていけば、思ってもいなかった模様

が生まれる」。自由な発想で様々な模様
を連ねる。幼少期に見た鳥や花、植物の
姿が、精緻なデザインとなって現れるこ
とが多い。
　Ａ３ほどの大きさであれば通常６時間
前後で原画が完成する。その後、線を残
して余白をカッターで切る。細かく短い
線に比べ、シンプルで長い線の方が切る
のは意外に難しい。１回でも失敗したら
その作品は破棄する主義だが、近年、失敗はない。
全て切り抜いた後に黒や金色のスプレーをかけて
仕上げる。Ａ３の場合、切り抜くのに10日ほど
かかるという。
　切り絵には切り絵ならではの魅力がある。「同

じ作品でも見る場所によって印象は全然違う。光
のあたり方、影の生じ方によっても見え方は異な
る。手で作品に触ることができ、腕の上などに置
けば見え方も変わる」と石賀さんは話す。
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だりして過ごした。2007年に大阪薬科大学を卒
業し薬局薬剤師として働くようになってからも、
切り絵などの創作活動を続けた。
　切り絵作家として社会に認知されるきっかけに
なったのは13年の作品展だ。切り絵を対象にし
た作品展があることを知って応募。国境のない世
界地図の上を自由に飛翔する鳥を描いた作品は見
事、「国際切り絵コンクールi n身延ジャパン」で
入選を果たした。

　「人によって作品の見方は異なる。自
分の作品が、他の人から様々な視点で見
てもらえることに楽しさを感じた」。以
降、様々な作品展で賞を獲得。16年と
17年には関西扇面芸術展で奈良県知事
賞を受賞した。テレビや新聞で紹介され
る機会も増え、知名度が向上。作品の購
入を希望するファンは多く、切り絵作家
として一定の地位を確立しつつある。
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